
機械（精密機械を除く）器具製造業におけるはしご等を起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
10～

11

織物柄出し機（ジャカード）鉄骨製（高さ3M）の所に取り付してある搬出作業の準

備の為、補修点検用木製ハシゴで2M位の位置でハシゴ共に床に落下した。
66

1

～

9

1
16～

17

本社工場1階作業場で、立型マシング作業中に製品に付帯している工程管理作業書を

取りに行こうとして、立型マシングの横を通った際に、機械横に置いている昇降用

踏み台につまずき、転倒し負傷した。

64

50

～

99

2 19~20

自社工場内にて、金属を削る機械の清掃作業が終わり、木製の踏み台（幅70㎝高さ

30㎝1段15㎝）にのって作業していたが、下りる時に段を踏み外して転落した。 そ

の時に右手をついて負傷したものである。

23

10

～

29

3 14~15
常圧殺菌釜の設置作業中、脚立の上に乗って鉄パイプをつなげようとしていたとこ

ろ、誤ってバランスを崩し、落下した際に足首をひねり負傷した。
34

10

～

29

3 16~17

工場内でタンクの組み立てをするため、脚立（長さ2mほど）の5～6段目に上って作

業をしていた。 移動しようとして、脚立に上ったままタンクに左足をかけ右足で脚

立を動かしたところ、動かした先の床下に物が置いてあり、そこに脚立が右側に傾

いてしまった。 着地しようとして右足を着いたがバランスを崩し、左足をひねって

被災した。

60

10

～

29

4
14～

15

工場内で窯業の窯上部を作成する為、上に登ろうとはしごをかけたが、はしごが滑

り落下した。
30 ―

工場内で溶接作業中、次の段取りをする為に製品の上へあがり、吊具を掛け替えた
30



4
16～

17

後、降りようとして脚立に足をかけた時、製品と製品の下に置いてあった片方の固

定金具との間にすき間があった為に製品が下がり足を踏み外し、後に落下し背骨を

損傷した。

66 ～

49

5
9～

10

ピット多段式駐車場装置（地下1階地上2段式）のメンテナンス作業中（安全帯ベル

ト着用・不使用）、1階パレット（車両台）に脚立を設置し、2段目（高さ約2.2m）

に上がるために脚立から前方のゲートに足をかけた際に滑ってバランスを崩し、1階

パレット上に落下した。

41

10

～

29

6
10～

11

トラクター修理で屋根に上がるため、梯子を駆け上っている時にバランスを崩し、

転倒落下した。 一人作業で、下はコンクリートであり、固定はしていなかった。
75

1

～

9

7 15~16
水処理（脱水）機上部（高さ約1.5m）にて整備作業中、チェーン交換のために工具

を取りに地上に降りようと脚立に移る時に左足を滑らせ落下してしまった。
19

10

～

29

7 11~12 工場内にて作業中に脚立から足を踏み外して脚立の角で左足のすねを切った。 52

30

～

49

7
11～

12

当社工場において、架台の上に乗り、クレーンでコンベアを吊って架台の上に置く

作業の補助を行っているときに、足場が狭かったため誤って右足を踏み外してしま

い、約30㎝下の架台に転落して右膝を強打した。

24

30

～

49

9
15～

16

当社工場内に於いて、工作機械（マシニングセンタ）にて、設置された踏み台（高

さ66cm）に上り、段取り作業を行っていたところ、モールドベースを固定する為の

ボルトを六角レンチで緩めようとした時に、ボルト頭部から六角レンチが外れ、そ

の勢いで後方へ転落し床へ落下した際に背面を強打し、右肋骨・右手人差し指を亀

裂骨折、鼠径部を捻挫した。

55

50

～

99

9
15～

16

1.5m位の高さがある装置上（脚立）で直接装置に乗って作業中、目線より少し上に

ある部品を交換している際にバランスを崩し転倒した。
49

30

～

49



9
10～

11

工場内において鉄板の溶接作業の補助で脚立にのって鉄板をささえる作業をしてい

る時に、持つ体勢を右から左に変えようと重心移動をしようとした時に右膝からパ

キッと音がして痛みが走り、脚立からずり落ちてしまった。

27

1

～

9

10
19～

20

本社工場棟の樹脂成型ラインで、中空枠押出機が粉砕した原料の吸込みが弱くなり

原料を吸わなくなってきたため、機械上部にあるタンクに直接原料を入れようと踏

み台に登り、重さが約25㎏ある原料の袋をタンクの脇に置こうとしたところ、バラ

ンスを崩し落下して右足踵から着地。 その際に右足を捻り踵を骨折し手術・入院と

なった。

58

30

～

49

11
10～

11

造船所にて、艤装工事中、陸上より船上に部品を手に持って上がろうとしていた。

タラップから踏み台に降りる際、足を踏み外して転倒し左足首をくじいた。
20

30

～

49

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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